
建築家

⼭本理顕さん
世界中から注⽬を集める建築家・⼭本理顕さん。建築を設計するプロセスや設計コン

ペにて、写真表現は⾮常に重要な役割を担うのだという。同じ建築でもアングルの切

り取り⽅で⾒え⽅が全然違ってくるのが⾯⽩い、という建築家ならではの写真の楽し

みを語って頂きました。

Beginning 出会い
建築家はほとんど例外なく写真オタクだというほど、写真は重要な表現⽅法

建築家にとって、写真とはどんな存在でしょうか？

建築家にとって写真表現は最も重要な表現⽅法の⼀つです。建築を設計するプロセスでも、あるいはクライアントにその建築の内

容を説明するときにも、あるいは設計コンペのときにも、写真表現は⾮常に重要なのです。設計をするときに沢⼭の模型を作りま

す。そしてその模型写真を様々な⾓度から撮って、実際に設計した建築がどのように⾒えるか検討します。写真の撮り⽅次第で全

く違った建築に⾒えるので、ライティングや背景やアングルには細⼼の注意を払います。パソコンの画⾯で修正したりしますが、

やはりきちんとした写真を撮るというのは建築家にとって⼤切な技能の⼀つなのです。旅⾏に⾏って好きな建築や都市の写真を撮

ることもあるし、これから作る建築の周辺環境を写真に撮ることもあります。建築家はほとんど例外なく写真オタクだと思います

ね（笑）。

写真の善し悪しの判断もできなくてはいけませんね。⼭本先⽣の模型の写真を⾒ますと、本物の建築に⾒えます。

必ずしも本物のように⾒せることを⽬的にするわけではありません。ときには⾮常に抽象的な写真を撮ります。⾃分がどのような

建築を⽬指したいのか、どのような構造システムで作るのか，どのような原理で作るのか、それを確認するために抽象的な模型を

いくつも作ります。もちろん実際の建築にできるだけ近づけるように作ることもあります。今はCG（コンピューター・グラフィッ
ク）のテクニックが⾮常に進んでいますから、模型よりも簡単にリアルな絵を作ることができます。でも、スケール感を確認する

には模型が圧倒的に有効です。50分の1スケールの模型には、同じスケールの⼈形を⼊れて上から写真を撮ったり，下から撮った
り，様々な⾓度から写真を撮ってスケール感を確認します。チューリッヒの計画は27万平⽶という巨⼤建築なので、1/1000、
1/500、1/300、1/100、1/50というような様々なスケールの模型を作って何度もシミュレーションを繰り返します。

すごい作業ですね！ その⾊んな知識や考え⽅から、新しい建築が⽣まれるんですね。

本当にすごい作業で（笑）、知識はもちろん必要ですけど、知識というのはそのときの建築によって違うんですよ。だからその都

度知識を吸収しているという感じでしょうか。知識だけではなくて、どのような環境の中に作るかということで建築はその都度全

く変わってしまいます。環境に対する解釈は、それぞれの建築家の考え⽅によって全く違ってきます。つまり単に知識だけで建築

ができるわけではありません。

Pleasure 楽しみ
バルセロナで⾒かけた市場の商品レイアウトに魅かれ、シャッターを切ったことも

建築予定地や建築現場の写真は撮られるのですか？

⾃分でも撮りますし、連れて⾏ったスタッフも撮ります。僕は全体を撮るというよりも気がついたときに気になった物を撮るよう

にしています。⼟地が広いとどこを撮ったら全体なのかもわからないので、シンプルに、断⽚的だけれども気になったところや気

がついたところを撮ります。撮っているときは⾃分の⽬で⾒たり、体験することが⼤切ですから、撮りつつも、写真に頼り過ぎな

いようにとは気をつけています。その場所がどんなところなのかというのは、やはり⾃分で体験しないと分からないと思います。

でも記憶には限界がありますから、後で確認するという意味では写真は⾮常に有効的な⼿段なんです。もう⼀度その場所の環境を

正確に確認できますから。

⼀つの作品を作るときに、どのくらい現場に⾏かれるのですか？

⼤きさや規模も違いますので、その時々でかなり違います。横須賀美術館を作ったときは事務所からも近かったので⼯事が始まる

前から通っていて、始まってからも頻繁に⾏っていました。ただ、そういう場所には⼀⼈で⾏くのではなくて、建物が⽴つ前にな

るべく多くの⼈たちと⼀緒に⾏くのがいいんですよ。役所の⼈たちと⾏ってもいいし、⼩学⽣の⼦どもたちと⾏ってもいい。それ

で、そのとき⼀緒に⾏った役所の⼈や⼦どもたちとフランクに話をします。その場所をどんな⾵に感じたのかをたずねたりしなが
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らコミュニケーションをとるのがいいんですよ。⼀⼈でその場所に⾏って何かがひら

めいたりするものではないんです。もちろん⼯事が始まっていれば、記録として必ず

毎回「何⽉何⽇こうなった」と建築現場の写真を撮ります。

⼭本先⽣はチューリッヒ空港の国際コンペで最優秀賞を獲得されていますが、そのと

きもコミュニケーションを重視されていたんですか？

どんな建築でもコミュニケーションが⼤切という点は同じです。チューリッヒのプロ

ジェクトは、ターミナルビルがすでにあって、そのすぐ横にブランドショップとかホ

テルや教育施設やイベントホールをつくって、チューリッヒの⽂化的な中⼼をつくる

プロジェクトです。そこに会議ができるホールがあったら、⾶⾏機で来て、会議をし

てそのまま帰ることもできる。空港にホテルを作ったり、コンベンションセンターを

⼊れたり、⼤きな会社を誘致したりというのは世界的にも初めての試みです。チュー

リッヒはヨーロッパの中⼼的な場所ですので、かなり前からそういうことを考えてい

たみたいです。要はどのような国でつくっても、その国の⽂化に敬意を払うというこ

とが重要だと思います。

「スイスらしさとは何か」ということがコンペに参加した建築家たちに問われまし

た。私は時計に代表されるような“緻密さ”だと思ったのです。スイスは政治のシステ
ムも経済のシステムも、あるいは医療や薬や様々なエンジニアリングにしても、極め

て緻密です。その“緻密さ”は⼀種の国⺠性なのではないかと思いました。ですからそ
のスイスの緻密さを表現できるような建築にしたいと思ったのです。20センチの柱の
ような⾮常に細い材料を選んだのも、その緻密さを表現したいと思ったからです。

⼭本先⽣は海外でも広くご活躍されていますが、海外に⾏かれたときには写真を撮ら

れるんですか？

バルセロナへ講演に⾏ったとき、市場へ⾏ったら商品がきれいなレイアウトで展⽰してあってビックリしました。⽺の⾸とかが並

んでいて、思わずシャッターを切りました。⾊合いもとてもきれいに展⽰されていて、そのレイアウトが⽇本と違うなっていうの

も印象的でした。イベリコ豚のすぐそばにワインがあるから、思わず飲んでしまいます（笑）。スペインって、⽣活する⼈たちに

たいして本当に楽しそうに街を作るんですよ。ただ働くだけでなく、絶対「楽しむ」っていうスタンスなんです。だって、スペイ

ンに居ると我々も昼間からお酒飲んでいても恥ずかしくないですからね（笑）。⾃由で⾯⽩いところです。だからバルセロナには

⾯⽩い建築がたくさんあるんですよ。バルセロナの⼈のように楽しむことをもっと考えると、⽇本ももうちょっと⾯⽩い都市にな

るんですけどね。
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Future これから
同じ建築でもアングルの切り取り⽅で⾒え⽅が全然違ってくるのが⾯⽩い

現在、横浜国⽴⼤学Y-GSAで、建築家をめざす学⽣さんたちを教育されているなかで、プロの建築家にとっての写真やコンペでの
⾒せ⽅などは厳しく指導されているのですか？

厳しくはないです（笑）。でもいい写真を撮ったときは褒めますよ。⾃分で作った模型の写真を撮ってくるわけなんですが、ダメ

なのは模型がダメなだけじゃなくて、写真の撮り⽅がダメだというときもあるんです。優れた作品を撮る学⽣は、ちゃんとライテ

ィングからどう撮ったらよく⾒えるかがちゃんとわかって写真を撮ってますね。

写真を撮るというのは我々にとってはすごく⼤事です。ただ撮るだけじゃなくて、どういうアングルでどういう⾵に切り取るかに

よって⾒え⽅が変わってしまいますからね。写真はすごく伝達情報量が多いから重要なんです。

建築史の本に載っている写真というのはひとつのアングルなんです。その建築はそのとき撮ったアングルとして記録されている。

写真と⼀緒にインプットされちゃいますから、違うアングルからの⾒え⽅は分からない。そのときの建築の情報を伝達するメディ

アは、写真しかないんです。いずれにしても写真はすごく重要で、依然としてこれからも重要であると思います。

建築における写真の存在というのは今後変化するのでしょうか？

最近の新しいデジカメにはムービー機能がついているのもありますよね。あれも写真

と呼ぶなら、この間のコンペでムービーを作ったのですが、それはとても効果的でし

た。建物の中に⼊っていこうとする臨場感はムービーでないとわからないですね。そ

の場所にいないのに、あたかもいるかのような体験ができる。バーチャルだけれど

も、その中にリアリズムがある。実際に建築ができても写真のようには⾒えないです

が、写真としての画像の効果と建築とがうまく表現できると実際の建築がより⾯⽩く

なるんです。この間、ある建築家が作った建物を舞台にした映像を⾒ました。それは

3Dの映像だったんですけど、すごくきれいでした。遠くのところと⼿前とに、全部ピ
ントが合っているのにビックリしました。⼤体動くものって、どこか⼀ヶ所にピント

が合っている。3Dって⾯⽩いですね（笑）。全部にピントが合う。だからものすごく
リアルで……。本物よりリアルできれいだと思いました（笑）。全体を⾃転⾞でスーッ
と動いて⾏くんですが、動いた視点でずっと撮っていて、建築の中に⼊ると動きがゆ

っくりになる。その映像を⾒て、写真って⾊んな可能性があるんだな、と思いまし

た。現実に⾏って体験するのとは全然違います。写真は撮った⼈の思想を伝達でき

る。実際の建築をただリアルに再現するんじゃなくて、それを写真として切り取っ

た、撮った⼈の考え⽅が伝達できるものなのです。

今後どのような写真を撮っていきたいと考えられてますか？

同じ建築でもアングルの切り取り⽅で⾒え⽅が全然違ってくるのが⾯⽩いですよね。

集中してファインダーの中を⾒て、対象をどう切り取るかというのは、実は建築や模

型を撮っているときにいつも考えていることなんですけどね（笑）。

写真は、建築をただ再現するだけではなく、それを写真として切り取り撮影した⼈の考え⽅が伝達できる重要な表現⽅法だと語

る、⼭本理顕さん。
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これまでとは異なった視点から建築の⾯⽩さを味わいたいと思います。また横浜国⽴⼤学Y-GSAから巣⽴った学⽣さんたちの作品
を、街なかで⽬にする⽇を楽しみにしています！
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